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中小企業における 

自然災害への備え 

 

 

中小企業が自然災害への備えを図るうえで
は、自社が自然災害のリスクをどの程度抱え
ているかを知ることが重要になります。中小企
業庁編『中小企業白書 2019 年版』では中小
企業における自然災害に対する具体的な備
えの取り組み状況などについて調査していま
す。 
 
 同白書に基づき、自然災害への備えに具体
的に取り組む中小企業の割合についてみると、
「取り組んでいる」と回答した企業の割合は
45.9％と半数以下にとどまっていることがわか
ります。 
 自然災害に対する備えに取り組んでいる企
業について、その理由を回答割合の高い順
にみると、「自身の被災経験（33.3％）」、「国
内での災害報道（29.1％）」、「行政機関から
の勧め（14.7％）、「販売先からの勧め
（13.6％）」となっており、行政機関や販売先な
ど、周囲の関係者から勧められて取り組みを
始めた企業も一定割合存在することがわかり
ます。 
 
 自然災害への備えに取り組んでいない企業
について、その理由を回答割合の高い順に
みると、「何から始めれば良いか分からない
（31.8％）」、「人手不足（23.9％）」、「複雑と感
じ、取り組むハードルが高い（19.9％）」となっ
ており、中小企業では災害への備えについて
のノウハウが不足しがちであることから、こうし
た企業に対して周囲の関係者が支援を行う必
要性があることがわかります。また、自然災害
への備えにおいて「何から始めれば良いか分
からない」と回答した企業のうち、自社の地域
のハザードマップを見たことがある割合は

28.9％にとどまっています。ハザードマップは各地方
自治体などで公開されていることから自然災害対策
を考えるにあたり、まずはハザードマップを確認する
ことから始めるのが良いといえるでしょう。 
 
では、中小企業の防災・減災に向けてどのような支

援が行われているのでしょうか。以下で、中小企業庁
編『中小企業白書 2019 年版』においてハザードマッ
プの情報を基に利用者・従業員の安全確保に注力
する企業の事例として取り上げられた有限会社池ち
ゃん家・ドリームケア（所在地：静岡県焼津市、従業員
数 40 人）の取り組みについてみていきましょう。 
 
 同社は、2000 年に設立された介護事業者です。同
社では設立当初より地震災害を念頭に置いた防災体
制を構築していましたが、東日本大震災での津波被
害を見た結果、自社の防災体制に不安を感じ、事業
継続計画（BCP）に関するセミナーに参加するに至り
ました。その後は、緊急時における他事業所への利
用者の受入体制整備や、紙で行っていた施設利用
者の健康情報管理の電子化などの事前対策に取り
組みました。 
 
 自社の地域のハザードマップを確認したところ、焼
津市内の１事業所が津波浸水想定地区にあることが
わかりました。そこで同社社長は、津波浸水想定地区
でない高台へ一部の事業所を移転することを検討し
ました。移転費用の負担は大きなものでしたが、災害
時における利用者や従業員の安全を確保し事業継
続を図る上では必要不可欠と捉え、2012 年６月に移
転を行いました。 
 
 また、施設利用者の多くが移動困難な方であること
に配慮し、災害時には避難所に避難することなく施
設で引き続きサービスを受けられるようにするため、
災害発生時において必要な備品を調達することを目
的とし、日常から地元の複数業者と取り引きを行って
います。 
 
 このようにセミナーへの参加やハザードマップの確
認などを通じて自然災害への事前対策を講ずること
が求められるのです。 
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